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解 体 工 事 特 記 仕 様 書

Ⅱ．工事概要

Ⅰ．工事名       

Ⅲ．解体工事仕様

　１　共通仕様

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、三重県公共工事共通仕様書及び建築物解体工事共通仕様書

  ２　特記仕様

3)　項目欄に記載の（　）内表示番号は解共仕の該当項目等を示す。

　産業廃棄物については、｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣、｢建設工事に係る資

材の再資源化等に関する法律｣（以下「建設リサイクル法」という。）及び「三重県建

設副産物処理基準」に基づき適正に処理すること。

１　適用基準

２　発生材の処理等 ・　本工事は、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事等であって、その規模

　が、建設リサイクル法施行令で定める建設工事の規模に関する基準以上の工事である

　ついて適正な措置を講ずることとする。

　ため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施に

　 合は、監督員と協議するものとする。

　　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場

(1.3.10)

(4.4.1)

(5.4.1)

　分別解体等の方法

木材の縮減　　　　　　・ 実施する

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

建築設備・　

内装材等

外装材・　

上部構造部分

基礎・　

基礎ぐい

その他

（　　　　　）

屋根ふき材

分別解体等の方法作業の有無

・　有　 ・　無

・　有　 ・　無

・　有　 ・　無

・　有　 ・　無

・　有　 ・　無

工程

                　       処理方法（                    　）

　　　　　　　　（最も近い再資源化施設までの距離が50Kmを超える場合に限る）

再資源化を図るもの

　・　コンクリート塊

　・　アスファルトコンクリート塊

  ・　蛍光ランプ及びＨＩＤランプ

  ・　硬質ポリ塩化ビニル管及び継手

　・　建設発生木材

　・　金属類

　・　小形二次電池

する法律、その他関係法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い適切に

化等に関する法律、資源の有効な利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関

　引渡しを要するもの以外のものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資源の再資源

ること。

　引渡しを要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成し、監督員へ提出す

　・　ガラス

3) 上記のすべてを「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事写真編）」に

５　工事実績情報の

３ 建設副産物情報

　 交換システム

　 の利用

　また、工事着手前にJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へデータを入

力し、工事完了時にはシステムへ実績報告を行うこと。

　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった

場合には、完成年度の翌年度の４月１日から８月31日までの間に、別に定める様式に産

業廃棄物税納付証明書を添付して、当該工事の発注者に対して、支払請求を行うことが

できる。

　なお、この期間を超えて請求することはできない。

　また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することは

できない。

４　三重県　

  　産業廃棄物税

　　登録

(1.1.4)

・　適用する（請負金額が500万円以上の場合）

　　　受注時、変更時及び完了時にあらかじめ監督職員の確認を受け、登録手続きを行

　　　い、工事カルテの受領書を、監督員に提出すること。

10 部分引渡し、

　　部分使用

11　埋蔵文化財調査 埋蔵文化財の調査が行われる場合は協力すること。

　　・発掘調査等の実施あり

　　・発見された場合、発掘調査等の実施あり

12　官公庁手続 　工事に必要な手続きは受注者が速やかに処理し、この手続きに関する諸費用は受注者

負担とする。

13　危険災害の防止 1) 工事期間中、現場内入場者、近隣居住者および周辺建物に危害を与えぬよう注意す

　ること。万一、紛争が生じた場合は、受注者が誠意をもって解決すること。

　　なお、近隣等との折衝は、あらかじめその概要を監督員に報告し、その経過につい

　ては記録し、遅滞なく監督員に報告する。

14　工事進入路 　重機搬出入、産業廃棄物搬出経路については事前に施工計画書を提出し、監督員の承

認を得ること。また、工事現場から搬出入する土砂により工事用進入路を汚した場合は、

速やかに清掃を行うこと。

15　工事写真 1) 着工前：解体建物・敷地周辺・付近道路・工作物の撮影を行うこと。

2) 工事中：随時撮影を行うほか、監督員の指示による。

　 従い、電子成果物（CD）として提出すること。

16　完成写真 1) デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。

  （Ａ４版用紙に１ページあたり３枚）

2) 全景写真のほか、監督員の指示による。

17　事故報告 　工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに、所定の様

式により、工事事故報告書を監督員が指示する期日までに、提出すること。

　また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況

聴取、調査、検証等に協力すること。

18　提出書類 施工計画書、仮設計画書、工事写真、工事日報、その他監督員の指示するものとする。

19　産業廃棄物 　施工計画書には、工事現場から産業廃棄物処理場までの運搬経路、産業廃棄物処理契

約書の写し、産業廃棄物収集運搬業者及び産業廃棄物処理業者許可書の写し、その他監

督員の指示するものを添付すること。

20　県内企業優先

　　使用

　本工事において、下請け契約を締結する場合には、当該契約の相手方を三重県内に本

店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する者の中から選定するよう

努めること。

21　不当介入を受け

　た場合の措置

　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第

14号）を受けた場合の措置について

　(1)受注者は、暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第

　　 12号）による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不

　　 ともに、不当介入があった時点で速やかに三重県警察本部に通報を行うとともに、

　　 捜査上必要な協力を行うこと。

　(2)(1)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合

　　 には、速やかに発注者に報告すること。発注者への報告は必ず文書で行うこと。

　(3)受注者は、暴力団員等により不当介入を受けたことから、工程に遅れが生じる等

　　 の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

22　主任技術者又は

　　監理技術者の専

　　任を要しない

　　期間

1) 現場施工に着手するまでの期間

　　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の

　搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術

　者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契

　約締結後、監督員との打合せにおいて定める。

2) 検査終了後の期間

　　検査完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、

　事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術者

　の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を

　確認した旨、受注者に通知した日とする。

23　工事の一時中止 　三重県建設工事契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中

止期間中における工事現場の管理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注

者に提出し、承諾を受けるものとする。

　なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来形、職員の体制、労務者数、搬

入材料及び建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再

開に関すること及び工事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。

　工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

24　不正軽油の使用

　　の禁止

1）一般事項

　　県工事の施工にあたり、工事現場で使用し、又は使用させる車両（資機材等の搬出

　入車両を含む。）並びに建設機械等の燃料として、不正軽油(地方税法第144条の32(

　製造等の承認を受ける義務等)の規定に違反する燃料をいう。)を使用してはならない。

2)調査の協力

　　受注者は、県が使用燃料の採油調査を行う場合には、その調査に協力しなければな

　らない。また、受注者は下請負者等に同調査に協力するよう管理及び監督しなければ

　ならない。

3)是正措置

　受注者は、不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是正措置を講じなければなら

　ない。また、受注者は、下請負者等に不正軽油の使用が判明した場合は、速やかに是

　正措置を講じるよう管理及び監督しなければならない。

中間検査又は完成検査において、地下埋設物の確認を受けること。

確認時期は、監督員と協議し決定する。

25　地下埋設物の確認

(1.6.2)

26　技術検査 中間技術検査

　　実施回数　　　・（　　　　　）回

27　社会保険等未入

　　対策 者が直接締結する請負契約に限る。）の相手方としてはならない。

　適用除外でないにも関わらず、社会保険等が未加入である建設業者を下請契約（受注

　下請契約に先立って、選定の候補となる業者について社会保険等の加入状況を確認し、

適用除外でないにも関わらず社会保険等が未加入である場合には、早期に加入手続きを

進めるよう指導を行うこと。

　受注者は、施工体制台帳・再下請負通知書の「健康保険等の加入状況」欄により下請

業者が社会保険等に加入しているかどうかを確認すること。また、発注者が加入状況を

　また、発注者が加入状況を証明する書類の提出又は提示を求めた場合、速やかに対応

すること。

・部分引き渡しあり　　・部分使用あり

　　指定部分（ 　　　　　　　　）

　　時期 (　平成　　年　　月　　日～　）

８　施工条件

(1.3.3)

６　電気保安技術者

７　疑義 　設計図書に明記のない場合、または、疑義が生じた場合は、監督員と協議し、その指

示を受けてから施工すること。

・　監督員と協議し決定する。   　　　　　　　 　　　　   

    　部位別の施工順序　・　指定なし　　・（　　　　　）

　    工事車両の駐車場　・　指定なし　　・　図示（図面番号：　　　　）

(1.3.5)

９ 施工数量調査

(1.4.2)

調査範囲　　　・　指定なし　・　図示（図面番号：　　　）

調査方法　　　・　指定なし　・　図示（図面番号：　　　）

 　 　施工可能日　　　　・　指定なし　　・　一部に土、日曜日、祝祭日施工あり

    　施工可能時間帯　　・　指定なし　　・　　時　～　　時

　　　資機材置場　　　　・　指定なし　　・　図示（図面番号：　　　　）

・　適用する
1)　項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

2)　特記事項は、○の付いたものを適用する。

再資源化し現場で利用する建設廃棄物　・(                　　　　)

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修、平成31年版）（以下、解共仕という。）による。

　２　工事内容   

延べ面積

工事項目

　１　工事場所       

規　　模

構　　造

棟 名 称

鉄骨

A2版 ＮＳ解体工事特記仕様書（１）

解体（図示による） 解体（図示による）

特別管理産業廃棄物 　 ・ 有(              　)　　

引き渡しを要するもの  ・　無    ・ 金属類　　・ PCB含有　　・（　　　　　）

廃石綿

Ａ－０１

北山地区火葬場解体工事

伊賀市北山　地内

火葬場 倉　庫

鉄骨造

平　屋

鉄骨造

平　屋

75.56㎡ 19.44㎡

’２１．０７．３１
北山地区火葬場解体工事

A3版 ＮＳ

　受注者は受注時において請負金額が100万円以上の解体工事については、工事着手前

及び工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」、「再生資源利用促進計画書

（実施書）」を監督員に提出すること。

処理し、監督員に報告すること。（マニフェストE票写しを提出すること。）
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図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

解体工事特記仕様書（２） A2版 ＮＳ

章 項目 特記事項
６
　
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
の
除
去
及
び
処
理

７
　
　
特
殊
な
建
設
副
産
物
の
処
理

３
　
　
解
　
体
　
施
　
工

４
　
　
建
設
廃
棄
物
の
処
理

２
　
　
仮
　
設
　
工
　
事

５
　
　
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
処
理

１　仮設トイレ

２　仮囲い

構内既存の施設　　　　　　・　利用できる　　　・　利用できない

３　監督員事務所

(2.3.1) 監督員事務所の規模（単位：㎡）

適用

・ 設置する。

机・いす 書棚 黒板・白板 掛時計 温度計

個個台組

長靴

個

懐中電灯保護帽雨合羽 衣類ロッカー

台個個着足

種類

数量

種類

数量

種類 消火器 掃除具 インターネット 冷暖房機器

備品等の設置

受注者加入

部 位 等

内壁・天井

屋根

床

仕 上 げ

合板張り又はビニール床シート張り

溶融亜鉛めっき鋼板又は鉄板張り、調合ペイント塗り

監督職員事務所の仕上げ

合板張り又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルション塗り

規模

・　利用できる（・　有償　・　無償）　・　利用できない

４　工事用水

　　取出位置　　・図示（図面番号：　　　）

構内既存の施設　

・　利用できる（・　有償　・　無償）　・　利用できない

　　本工事で新規受電または既設電気回路に接続し、通電した時から、

工事に起因する電力料金は、本工事に含まれる。

・　設けない

・工事用進入路の養生として、鉄板(t=22)を敷き、養生を行うこと。

「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」に基づき指定された

建設機械の使用に努めること。

　　の対策

５　工事用電力

６  騒音・粉じん等

７　仮設鉄板敷

８　使用重機

９　散水養生 解体作業時には粉塵等の飛散を防ぐため、散水養生を行うこと。

10　足場 　設置する足場については、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省平

成21年4月）」により、「働きやすい安心感のある足場に関する基準」に適合する手す

り、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、足場の組み立て、解体又は変更の作業

は、「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」の２の(2)手すり据置き方

式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

・　設ける   ・　防音パネル　　・　防音シート　　・　養生シート

数量 個 個

電話・FAX

台 台 台

構内既存の施設　

２ 杭の撤去　

１ 浄化槽、排水槽等 汚水、汚物の回収、洗浄、消毒等

    ・ 行う　　　　・　行わない

杭の撤去

(3.2.1)

(3.9.2)

　　　・　引抜き工法  (　・　振動　　　・　ケーシング　　・（　　　　））

 引き抜いた杭の処理

　　　・　図示（図面番号：　　　）

　　  ・　行う　　　　・　行わない　

 解体方法

　  　・　破砕　　　

    　・　図示（図面番号：　　　）

(3.10.1)

３ 樹木等　

　　 ・　行わない

(3.11.1)

　 埋設配管

４ 地下埋設物及び 地下埋設物及び埋設配管の解体

　　・　行わない

　　の整地

５　解体撤去後

(3.12.1)

樹木の伐採抜根及び移植

広域認定制度

１ 産業廃棄物

(4.4.2)

２　最終処分

(4.4.4)

３ 処理に注意を

　要する建設廃棄物

(4.5.1)

(5.1.2)

１ 施工調査

・　行わない

特別管理産業廃棄物の分析調査

測定時期 測定場所 測定点数 　備考

処理作業中

１ 適用範囲 建築設備に使用されているアスベスト含有材の処理

(6.1.1)

分析によるアスベスト含有の調査

アスベスト粉じん濃度の測定時期、測定場所及び測定点数

(6.1.3)

３ アスベスト

　粉じん濃度測定

２ 施工調査

処理作業後

　　・　埋立処分　　　・　溶融又は無害化による中間処理

・ハロン

・フロン

種類

特殊な建設副産物の種類等

適用箇所 回収及び処分

４ アスベスト含有 除去工法

　　吹付け材の

　　除去・処分

　　・　共通仕様書[6.3.2](a)

除去したアスベストの飛散防止措置

　　・　固型化　　　　・　湿潤化

除去したアスベストの処分

５ アスベスト 処分方法（石綿含有せっこうボードを除く）

　　含有成形板

　　・　行わない

分析調査１ 施工調査

(7.1.3)

２ 特殊な建設副産物

(7.3.1)

　　・　行う　　調査範囲　図示（図面番号：　　　　）

　　・　埋立処分　　　・　溶融又は無害化による中間処理

(6.3.2)

(6.3.3)

　　・　図示（図面番号：　　　）

特例による広域的処理　　　　　・ 図示（図面番号：　　　　　　）

(5.4.1)

２ PCBを含む機器類

11　山留め

(2.2.1)

(2.4.1)

(2.4.2)

(2.4.3)

・　山留の設置

員に報告するとともに、受注者の責任において原形復旧を行うこと。

　解体工事により解体建築物以外の建築物や舗装、桝等に損傷を与えた場合には、監督

　　場合の対応

12　損傷を与えた

その他関係法令に基づき、安全に設置する。

山留めは、労働安全衛生法、建築基準法、建設工事公衆災害防止対策要網（建築工事偏）

位置　　・　図示（　　　　　　　　）　・　その他（　　　　　　　　　）仮設計画図

仕様　　・　図示（　　　　　　　　）仮設計画図

　　　　　　　　適用範囲、高さ等　　図示（　　　　　　　　 ）仮設計画図

　　 ・　行う　　図示（　　　　　　　　　）

　　・　行う　　

・関係法令に従う

　　・　行う　適用箇所　（　　　　　　　　　　）

(6.1.3)

(6.5.4)

最終処分する廃棄物　　　・廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、ｶﾞﾗｽくず及び陶磁器くず

最終処分場　　　　　　　・（　　　　　　　　　）

・(1)アスベスト含有石膏ボード

・ＣＣＡ処理木材

処理方法建設廃棄物の種類

・(2)ひ素、カドミウム含有

　　　　　　　石膏ボード

・(1)(2)以外の石膏ボード ・再資源化

・管理型処分

・埋立処分（管理型処分場）

　　　　　　　　　　　　　　※再資源化を図るもの以外

・　廃棄物法及びPCB廃棄物収集運搬ガイドラインに沿って作業を行うこと。

・　関係法令に基づき適切な容器に納め、適切な場所に保管し、工事完了後

　　監督員に引き渡す。

・　廃アルカリ　　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

・　廃酸　　　　　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

・　廃油　　　　　　適用箇所　　図示（図面番号：　　　　）

　　の処理の有無

　廃アルカリ

３ 廃油、廃酸、

(5.4.1)

　　・　図示（図面番号：　　　）　　

　　・（　　　　　　　　　　　）

解体方法及び処分方法

　　・　行う 　調査範囲　図示（図面番号：　　　）

サンプリング調査４ ダイオキシン類

(5.4.1)

・　行う　調査範囲　　変圧器　安定器　ｺﾝﾃﾞﾝｻｰ

・発生土流用にて周辺地盤面まで埋め戻し整地とすること。

微量ＰＣＢの分析調査

・　行わない（調査済み）

　　・　行わない（調査済み）

　　・　行う　調査範囲　図示（　　　　　　　　　　）

Ａ－０２
’２１．０７．３１

北山地区火葬場解体工事

　　　　・　成形鋼板H=3000　　・　成形鋼板H=2000 　・　その他（　　　　　　）単管ﾊﾞﾘｹｰﾄﾞ

仮設計画図

・周辺土間面に合わせ土間コンクリートを打設。（土間コンクリート詳細図による）

・真砂土にて周辺地盤面まで埋め戻し整地すること。

・　行う　　調査範囲　　

　　・　行わない（調査済み）

　　位置　・図示（　　　　　　　　　）仮設計画図

・土間コンクリートRC-40下までB種にて埋め戻すこと。

　　・　行わない（調査済）

A3版 ＮＳ
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’２１．０７．３１
北山地区火葬場解体工事

新営特記仕様書（１）

Ａ－０３

　　※竣工写真　　　・手札版　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）部

・早強ポルトランドセメント　　・普通エコセメント

翌週以内に監督職員に、工事打合せ簿を添付したうえで提出し、確認を受けること。

構造体コンクリートの強度と供試体の強度の差を考慮した割増は　　　　N/㎜

・保全に関する資料    　提出部数  ※２部　　　・　

交通誘導員　　※配置する　　名以上（大型車の出入は必ず）　・配置しない   (1.3.8)

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）(1.3.11)

(6.3.2)(表6.3.2)(6.12.2)6 調合管理強度

   暑中コンクリート

     6.0

     3.0

2  補正値(N/mm )     備　考  打  設  期  間

                                               （普通ポルトランドセメント）

     6.0

構造体強度補正値（Ｓ）

5 混和材料

　　フェロニッケルスラグ細骨材等　　※使用しない　・使用（部位：　　　　　）

アルカリシリカ反応による区分    ※Ａ                   　　         (6.3.1)(6.5.4)

(6.3.1)(6.4.8)

4 骨材の種類

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種         (6.3.1)(6.13.2)(表6.3.1)

※混和剤は、JIS A 6204（コンクリート用化学混和剤）によるＡＥ剤、

3 セメントの種別

普通コンクリートの気乾単位容積質量　・2.1t/m3を超え2.5t/m3以下　・　 (6.2.3)

※ I 類      ・ Ⅱ 類                               (6.2.)(6.4.1)(6.4.2)(表6.2.1)

1 コンクリートの種類 種別

・

2 設計基準強度 普通コンクリート                                                           (6.2.2)

設計基準強度Ｆc(N/mm2 )

※ 21

     施  工  箇  所

・高炉セメントＢ種　　　　　　・フライアッシュセメントＢ種

・混和材　　※フライアッシュ(JIS A 6201)

　ＡＥ減水剤又は高性能ＡＥ減水剤とする。

６
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　・柱、はり主筋のかさね継手長さ　（　　　　　　　）　

※表５．３．４による。ただし、設計図書にて別記のあるものは設計図書による。

定着

　・重ね継手

13 圧接完了後の検査

12 機械吊上げ用フック

11 はり貫通孔の補強

検査方法　　・引張試験　　※超音波探傷試験                                 (5.4.9)

補強形式　　  ・Ｈ 形　 ・Ｍ 形    ・ＭＨ形　　 ・図 示        (別図7.1)(表7.1～3)

)(　　　　　　　　　　　　　　(財)日本建築センターの評価を取得した製品

　　　　　　  ・既製型　　　建設技術評価規定において評価を取得したもの又は、

10 壁開口部補強の種別 一般型　（　・Ａ形　　　　※Ｂ形　　　　・図示　）                       (別図4.2)

耐震壁　（　※図示　　　　　　　　　　　　　　　）

9 ハンチの傾斜

8 帯筋

6 各部配筋

7 杭頭の補強方法

各部配筋参考図１節[基礎及び基礎梁の配筋]から７節[梁貫通孔及びその他の配筋]に準じる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5.3.7)

・Ａ 形   　　・Ｂ 形   　　※図 示                                      (別図1.1)

帯筋の形状                                                               (別図2.2)

・Ｈ 形 　・Ｗ－I 形 　※ＳＰ形（スパイラル筋)  ・丸 形

・ハンチの傾斜　　　（※１：４　　　・　　　　　　）                     (別図3.1)

5 耐久上不利な箇所等 ・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下記による。                   (5.3.5)

         最小かぶり厚さ (mm)施 工 箇 所 等  の鉄筋のかぶり厚

　※径Ｄ19mm以上の柱、梁の主筋はガス圧接、その他は重ね継手

鉄筋の継手方法                                                             (5.3.4)4 継手及び定着

　　                                                              (5.2.1)(表5.2.1)

 ・ＳＤ295Ａ

 ・ＳＤ345 　※ Ｄ19以上

　※ Ｄ16以下

※JIS規格品については径の異なるごとに２ｔ未満の場合は規格証明書            (5.2.3)

　網目の形状 （※正方形 　　　　　　　・　　　　　　　　　　　）           (5.2.2)

　の提出を省略することができる。

3 材料試験

　鉄線の径　 （　　　　　　）mm　寸法 (                       )

2 溶接金網

　　　呼び名 (mm)　種類の記号

1 鉄筋の種類
５
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受注者は、杭の施工期間中は、1週間ごとに、その週に施工した杭の施工記録をとりまとめ、2.施工記録

3.根拠資料

7 割り石，砂，砂利

6 場所打ちコンク

5 既製コンクリート杭

4 試験及び報告書

(平成28年3月4日)

国土交通省告示第468号　「基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置」

本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準を適用する。1.適用基準

４
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　　杭の水平方向の位置ずれの精度　　　　※100mm以下　　 ・（　　　　　　　　）

　　杭の水平方向の位置ずれの精度　　　　※100mm以下　　　・（　　　　　　　　）

・地盤の載苛試験　　※行う　　　・行わない　　　        　　 　　　　　　　(4.2.4)

　　根入れ深さ　　　　　　　　　　　　　・1m以上　　　　・（　　　　　　　　）

　　掘削深さ　　　　　　　　　　　　　　・1.5m程度　　　・（　　　　　　　　）

　　　※行う　　（　　　　　ヶ所）

　　　試験掘

・セメントミルク工法

　　H13国交告1113号第6号による支持力算定式でα＝250程度を採用できる工法

・特定埋込杭工法

施工法                                                              (4.3.3～4.3.5)

杭の継手      　　・アーク溶接         ・無溶接                           (4.3.6)

種類                                                                (4.3.1)(4.3.2)

    備考

  地業

                                         ・認定品(建築基準法)

先端部形状    ※開放形   ・閉そく平たん形                                  (4.3.2)

   セット数  継手数      杭長(ｍ)及び種別  杭径(mm)

※高強度プレストレストコンクリート杭     ・JIS規格品 

※試験杭の位置、載苛荷重、試験方法、報告書の記載事項は図示による。

※試験杭の位置、本数、載苛荷重、試験方法、報告書の記載事項は図示による。

・杭の載荷試験　　　※行う　　　・行わない　　　　　　　　　　       　　　(4.2.3)

・試験杭　　　※図示による。　　　・本数　　本　寸法　　m　　        　　　(4.2.2)

      (・          N/mm2 ) (・Ａ種   ・Ｂ種 　・図示による)

・砂利地業　　　　　　　厚さ (mm)　　 ・60　　  　　・図示による           (4.6.3)

　　　　　　　          ※再生クラッシャラン（40～0）    ・切込み砕石

　　孔壁の超音波測定器による確認　　　　・行う　　　 ・行わない

　　杭の水平方向の位置ずれの精度　　　　・　　mm以下　　 ・（　　　　　　　　）

鉄筋のかぶり厚さ (mm)  　　※100　　　

  捨コンクリート地業

・捨コンクリート地業　  厚さ (mm)　　 ・50　　  　　・図示による           (4.6.4)

・床下防湿層　　　ポリエチレンフィルム　厚 0.15mm                          (4.6.5)

    施工場所   ※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下(ピット下を除く)

  リート杭地業

コンクリートの設計基準強度 、種別                                 (4.5.3)(表4.5.1)

セメントの種類  ６章コンクリート工事のセメントの種類による

鉄筋の種別　　　５章鉄筋工事の鉄筋の種類による　   　                  　(4.5.3)

掘削工法　　　・                                                    (4.5.4)(4.5.5)

・行わない防護シートによる養生　　※行う（・ﾒｯｼｭｼｰﾄ　・防音ｼｰﾄ　　　　）

　（・規模　　　㎡程度　・仕上げ；床　　　、壁　　　　、天井　　　　　　程度）　　

・設ける。（規模・備品等の設置は以下による）   ・設けない                  (2.3.1)

5 足場　　　　　　　　 ※手すり先行工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2.2.4)

構内既存の施設   　・利用できる（・有償   ・無償）　　・利用できない

構内既存の施設   　・利用できる（・有償   ・無償）　　・利用できない

・吸取式　　　　・水洗式4 仮設便所

3 工事用電力

2 工事用水

章
　
仮
 
設
 
工
 
事

1 監督職員事務所

　　より確認を行う場合は、この限りではない。

    の確認を受けるものとする。ただし、電子情報処理組織に登録（電子マニフェスト）に

※　廃棄物管理票（マニフェスト）確認表を作成し、監督職員にＡ票及びＤ票もしくはＥ票

  　　　　　・施工計画書    　　　　　　・　

  　　　　　・仕上表    　　　　　　　　・施工図

  　　　　　・各立面図    　　　　　　　・断面図

  　　　　　・配置図及び案内図    　　　・各階平面図 

※ＣＡＤデータの提出     ※提出する　　・提出しない　

19 社内検査報告書 工事完成(部分完成を含む)時には、社内検査を実施し、その報告書を監督職員に提出する。

　　　　　　　　　　・専門家撮影、アルバム編集の上提出　　　　　（　　）部

　　・監督職員の指示による

　　※工事の各記録写真については、デジタル画像にて整備編集を行うように努めること。

工事記録については下記による。（A4版）

　　※工事着工前　　　　　　　　　　　　　　　        　　　　　　　　１部

　　※工程写真　　　各工程毎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１部

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上げとも

在来にならい補修する。

　　　　　　　　　

　・図示した壁、天井の仕上材、下地材の切込み及び下地材の補強

　・駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

　・自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　・

　・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の型枠及びそれらの補強

・図示のベンチマーク（Ｂ．Ｍ）　　　　　mm（現状地盤はＢ．Ｍ　　　　　　mm）

・現状地盤（監督職員の指示による）

施工範囲

16 現況復旧

17 設備工事との取合い

18 設計ＧＬ

　　※工事日報・納品伝票等の写しは、監督職員が提出を求めた場合は提出こと。

・工事用車両の駐車場及び資機材置場　※敷地内　　　・　　　　　　　　　      (1.3.5)

　建設発生土受け入れ量　　　　　　ｍ3

　また、処分地が民有地の場合、土地所有者からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。

※建設発生土（50m3以上)を搬出する場合は、書面にて処分地の報告(位置図等)を行うこと。

20 完成引渡し後の点検

工事請負契約書に準拠する。

　双方立ち会いで工事目的物のかし点検を実施する。

・工事完成引渡し後、必要に応じて一年又は二年を越えない範囲の適当な時期に、

種別                                                           　(3.2.3)(表3.2.1.)

３
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※構外搬出適切処理                                                         (3.2.5)

工事に先立ち必要と思われる埋設物等の調査を行う。                           (3.2.1)

                                                                           (3.1.3)

　　　仮置場所　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　受入れ施設名・場所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・構外指示の場所に処分         搬出調書等を提出する。

　・構内指示の場所にたい積（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・構内指示の場所に敷き均し

4 建設発生土の処理

　発生場所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

3 埋め戻し及び盛土

2 根切り

※「低騒音型・低振動型建設機械指定要領」に基づき指定された建設機械を使用する。

1 災害及び公害の防止

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

るもの又は、これらと同等のものとする。ただし同等のものとする場合は、監督職員の

承諾を受ける。

※本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合は、設計図書に規定す

7 交通安全管理

8 建築材料等

6 発生材の処理等

　　処理方法 (                                                          )

・特別管理産業廃棄物　(・無    ・有                                     )

　　構外搬出適切処理

・特定建設資材以外の搬出

　　再資源化等を行う（再資源化が困難な場合には縮減）

・特定建設資材の搬出

　　キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

2） 保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散

　　デヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

のとし、次の 1) から 5) を満たすものとする。

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも

  建築材料等

9 化学物質を発散する

3） 接着剤は、フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシルを含有しな

1） 合板、木質系フローリング、構造用パネル，集成材、単板積層材、パーティクル

　　が極めて少ないものとする。

　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン

　　ボード、ＭＤＦ、その他木質建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗料は、ホルムアル

標仕に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工法による。

　　・鉄筋施工　　・型枠施工　　・鉄工　　・石材施工　　・ＡＬＣパネル施工　　

　　※防水施工　　・タイル張り　　・建築大工　　・建築板金　　・左官

 　　・塗装　　・建具製作　　・サッシ施工　　・内装仕上げ施工　　・造園

※適用する　　・適用しない                                                (1.5.2)

　下記事項は監督職員の立会検査を受けなければならない。                     (1.5.7)

　・鉄骨溶接、高力ボルト締め完了時　　・基礎及び各階コンクリート打設時

　・基礎及び各階配筋完了時　　　　　　・防水層の施工

　・組積の時　　　　　　　　　　　　　・仕上検査（監督職員の指示による）

　・材料検査（監督職員の指示による）　・完成確認（中間完成を含む）

　・製品検査（監督職員の指示による）　・ベンチマーク　　

　・竣工後の検査が困難な工事については随時監督職員の立会検査を受ける。

　・杭打作業中　　　　　　　　　　　　・鉄骨製品検査

　採取方法　　　・文部科学省の定めるところによる。　・　　　　

　報告書の様式　　濃度測定記録表の記載事項は、次のとおり

　　　　　　　　　　1.工事名　　　2.測定年月日　　　3.天候　　

　　　　　　　　　　4.測定前の換気及び閉鎖時間　　　5.測定時間

　　　　　　　　　　6.室名と測定時間　　　7.測定器具

　　　　　　　　　　8.化学物質採取方法　　　9.分析装置

5） 1)及び 4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等

4） 塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、

　　発散が極めて少ないものとする。

　　は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

10 特別な材料の工法

11 技能士

12 施工の立ち会い等

14 完成図等

5 施工条件

　　　　　　　　　　　　 こと。また、増額の契約変更があった場合についても、その分

　　　　　　　　　　　　 を提出すること。 共済証紙購入額　　 請負金額の1/1000以上

なお、他の退職金制度に加入している等、共済証紙を購入する必要がない場合は、

理由書の提出をもって共済証紙の購入を不要とする

4 電気保安技術者

3 品質計画

・適用する　　・適用しない                                                 (1.3.3)

                  ・Ⅱ (Zb=5 Zg=350 α=0.15)

  地表面粗度　　　※Ⅲ (Zb=5 Zg=450 α=0.20)

　風速 (Ｖo)＝34 ｍ毎秒

  積雪区分        ・30 cm    ・40 cm   ・             

※建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。                 (1.2.2)

・建設業退職金共済制度　 当初請負金額が500万円以上の場合は、掛金収納書を提出する

出来る限り市内業者を優先させること。

資材の購入及び工事の一部を下請け業者にて施工する場合、業者の選定に際しては、

※資材の購入及び下請け業者の選定に際しての留意事項

１
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1 適用基準等

特　　  記 　 　事　  　項章 項　　　　目

                       　　　  ( ・管理財物担保特約に加入のこと）

・法定外労災保証制度　　　　　　　　　　　　　 （加入証明書の写しを提出）２ ． 建 設 共 済 等

 部分引渡し

 部分完成

１．保険及び保証

・請負業者賠償責任保険　　　　　　　　　 　　　　　（保険証の写しを提出）

・建築工事保険　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （保険証の写しを提出）

・無　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・無　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１. 共通仕様

３．別途工事

２．工事種目

１．工事場所工 事 概 要

総　　　　則

　　②建築基準法施行令第２０条の7第３項による国土交通大臣認定品

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

共通仕様書、特記仕様書及びその他基準書等の定めにより作成した施工管理資料の

するための手法については、施工計画書に明記しておくこと。

を受けること。

なお、取得すべき施工記録が取得できない場合に、当該施工記録に代替する記録を確保

また電流値が記録されたチャート紙等の原本を合わせて提示し、必ず監督職員の確認

また、発注者から請求があった場合は、速やかにこれらを提出または提示しなければならない

の規定による引渡しを受けた日から10年とする。

保管期間は契約書第31条第4項又は第5項(第38条においてこれらの規定を準用する場合を含む)

受注者においては全て適切に管理し、保管しなければならない。

根拠となる資料(施工記録の原本、チャート紙、電子的な記録やプリントアウト紙等)は、

　　杭周固定液　　　・使用する

  　工法　　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

・

・

2

２

・作成する　　　　・作成しない　　　　　　　　             　　(1.7.1～3)(表1.7.1)

15 記録

設備機器の位置、取り合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

・品質及び性能を試験により証明する材料は以下の物とする。　             　(1.4.5)

(                                                                      )

　規制対象外

　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　　③下記表示のあるＪＡＳ規格品

　　　b.接着剤等不使用

　　　a.非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　c.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　d.ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　e.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　　　f.非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

　　③旧ＪＩＳのＥo規格品

　　④旧ＪＡＳのＦco規格品

  第三種

施行完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

測定は、パッシブ型採集機器により行う。

測定対象室　　・図示　　・　

測定箇所数　　・図示　　・　

　　　　　　　　　　　　                                                　(1.5.9)

パラジクロロベンゼン、スチレンの濃度を測定し報告すること。

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

着工前測定　　・行う　　・行わない

13 化学物質の濃度測定

一般電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、第一種又は第二種電気工事士の資格を

有する者とする

事業用電気工作物に係る工事の電気保安技術者は、その電気工作物の工事に必要な

電気主任技術者の資格を有する者又はこれと同等の知識及び経験を有する者とする

（４)特記事項に記載の(別 . . )は、(5.3.7)による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（３)特記事項に記載の ( . . ) 内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（１)図面及び特記仕様に記載されてない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書

２．特記仕様

    ・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

    ・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２)特記事項は、・印の付いたものを適用する。

（１)項目は、〇印の付いたものを適用する。

図示による図示による

伊賀市北山　地内

解体工事（整地）　屋外付帯設備工事

  (平成31年版)」(以下「標仕」という。)による。

※建築工事標準詳細図　　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成 28 年版）

※工事写真撮影ガイドブック　建築工事編及び解体工事編

　　　　　　　　　　　　　　（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　平成 30 年版）

2 工事実績情報の登録 ※請負金額が500万以上は登録の手続きを行うこと。　　 　                     (1.1.4)

  種類   　 ※標仕 表1.7.1による    ・ 

　※以下一式（工事写真撮影ガイドブック 建築工事編 に準拠する）

　　　　　　　　　　・カラーキャビネ版　　　　　　　　　　　　　　　　１部

　　　　　　　　　　・電子データとし、ＣＤ-Ｒにて提出　　 　　　　　　１部

かし期間は、別に定めた特約（責任施工による保証期間など）を除き、伊賀市

・ 18 図示による

      11/17～3/4

       7/5～9/3

3/1～7/4 　 9/4～11/16

北山地区火葬場解体工事　工事特記仕様書

図示による

A3版 ＮＳ
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日 付

・

・

・

・

・
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北山地区火葬場解体工事

新営特記仕様書（２）

Ａ－０４

※下記のいずれかとする。

   種　　　別

    ・Ａ 種

    ※Ｂ 種

    ・Ｃ 種

     施  工  箇  所

　　      ・鋼管　 ・硬質塩化ビニール管　 ・溶融亜鉛めっき鋼板　・つば付鋼管

ひび割れ誘発目地　　　　　　　　　※幅 20×深さ 10　　・図示 

  試験・強度試験 ※コンクリートの強度試験の試験回数は、下記による。

8 型枠

9 フレッシュコンクリート

　20m3 以下の場合の試験については、監督職員の指示による。

  20～50m3 の場合は任意の一車より試料を採取し、各３個供試体を作成する。

　(1)「コンクリート型枠用合板の農林規格」による表面加工品

　(2)「コンクリート型枠用合板の農林規格」によるＢ－Ｃ

　(3)床型枠用鋼製デッキプレート

  材種    ※標仕6.9.3(i)による

外部に面するコンクリート打ち放し仕上げの打増し　　・20　　※図示　         (6.8.2)

打ち継ぎ目地　　　　　　　　　　　※幅 20×深さ 10　　・図示 (6.6.3)(9.7.3)

(6.8.2)(9.7.3)

せき板の種類　　　　　　　　　　　※厚さ 12mm    ・                        (6.8.3)

打ち放し仕上げの種別　　　　　　　                          　　　(6.2.5)(表6.2.4)

・スリーブ材料                                                    (6.8.3)(表6.8.1)

                                                 (6.9.2)(6.9.3)(表6.9.1)(表6.9.2)

  50m3 以上は 標仕6.9.3(b) による。

2

3

種 別    ※1種   ・2種       施工場所(                                    )

セメントの種類　※高炉セメントＢ種 (6.13.2)

スランプ　※15㎝ (6.13.3)

普通コンクリート

材料・品質                                                        (6.14.2)(6.14.3)

  ・　

  ※18　 ※15又は18

 ・　

 設計基準強度

 Ｆc (N/mm )2
種    類   スランプ   施　工　箇　所

粗骨材の最大寸法(mm)   (捨ｺﾝｸﾘｰﾄ及び防水押えｺﾝｸﾘｰﾄの場合  ※25  ・     )

10 軽量コンクリートの

 　種別

11 マスコンクリート

12 無筋コンクリート

・適用箇所（　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.13.1)

 　　　気乾単位容積重量 (t/m ) (※1.8～2.1t/m3程度  ・                 )

設計基準強度　Ｆc (N/mm )　　     　・18    ・21    ・          (6.10.1)(表6.10.1)

張りコンクリート

1 補強コンクリート

  ブロック造の材料８
章
　
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

2 コンクリートブロック (a)種類　　　※表8.3.1 による       厚さ  ・100   ・120   ・150            (8.3.2)

　帳壁及び塀

(C)各部の配筋　※標仕 各部配筋参考図 7.3による　・図示

3 ALCパネル 　　　　　　　　　　　　　　　　         (8.4.2～8.4.5)(表8.4.2)(表8.4.3)(表8.4.4)

    取付け工法(種別)

・外壁パネル

・間仕切パネル

・屋根パネル

・床パネル

    種　類

 ・1180   ・1960

 ・2350   ・3530

 ・980

 ※100 ・ 

 ・100 ・150

 ※100 ・ 

 ※100 ・ 

  厚さ(mm) 　耐火性能

 ・有　・無

外壁目地幅　・　　　mm　・製造所の仕様による (8.4.3)

4 押出成形セメント板

 ・間仕切り

 ※フラットパネル

 ※フラットパネル

 ・50・60

 ・50・60

 ※有り

 ・無し

 ※無し

 ・有り

  厚さ(mm)   工 法    耐火性能  施工箇所

 ・外　壁

※厚物(厚さ50mm以上)

       表面形状

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

・薄物(厚さ50mm未満) 

(a)種類　　　・16 N/mm2  　普通ブロック　厚さ　・100  ・120  ・150  ・      (8.2.2)

　　　　　　 ・16 N/mm２    防水ブロック  厚さ  ・100  ・150

  表8.2.2以外のコンクリートの設計基準強度(Fc)  ※21N/mm2   ・               (8.2.4)

(b)コンクリートの設計基準強度(Fc)  ※21N/mm2    ・ 

  単位荷量(N/ｍ2)

 ※標仕8.4.4 による

 ・A種 ・B種

 ・C種 ・D種 ・E種 

・パネルの開口及び欠き込み  　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　   (8.5.5)

パネルに開口
を設ける場合

パネルを切り

欠く場合

短辺

短辺

長辺

長辺

開口の大きさ

パネル幅の１／２以下

５００mm以下

５００mm以下

(ﾊﾟﾈﾙ幅ー３００mm）以下

切断後のﾊﾟﾈﾙの残り部分の幅

３００mm以下

３００mm以下

３００mm以下

１５０mm以下

  種類　※無石綿タイプ　　　　　  　　      　　　(8.5.2～8.5.4)(表8.5.1)(表8.5.2)

1 排水管 排水管用材料                                            (21.2.1)(表21.2.1)(21.3.3)
21         材  質      管の種類  管形状(接合方式)

章
 
 
排
 
水
 
工
 
事

 ※硬質ポリ塩化ビニル管  ※ＶＰ  ・ＶＵ

 ・遠心力鉄筋コンクリート管  ※外圧管(※１種 ・２種)  Ｂ形(ゴム接合)

 ・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管  ・ＤＶ

2 排水枡及びふた 鋳鉄製マンホールふた                                                      (21.2.2)

                     種  類

 ・水封形       ・密閉形(ﾃｰﾊﾟｰﾊﾟｯｷﾝ式)　  ・T-2用    ・T-6用

 ・簡易密閉形(ﾊﾟｯｷﾝ式) ・中ふた付密閉形　  ・T-14用   ・T-20用

グレーチングふた                                                          (21.2.2)

 上面形状        材 質   種 類  適用荷重  ﾒﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ 形 式

 ・鋼製  ※受枠付き  ・溝ふた用  ・歩行用  ※細目  ※凹凸形

 ・ステンレス製  ・  ・枡ふた用  ・T-2用  ※普通目  ※平形

 ボルト固定  ・かさ上げ用  ・T-6用

 ※無し ・図示  ・Ｕ字溝用  ・T-14用  ・細目

 ・T-20用

3 埋戻し土 種 別　 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　　　　　           　　(21.2.2)(表3.2.1)

 ・凹凸形

 ・縞鋼板

1 路床 ・遮断層　 　厚さ(mm) ・　　　　　材料 ※川砂、海砂、良質な山砂 ・        (22.2.2)
22

章
　
舗
 
装
 
工
 
事

・路床安定処理 　 厚さ(mm) ・　　　　　　添加材料の種類

・盛土材料　      種別　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　       　(22.2.3)(表3.2.1)

・フィルター層　厚み　・車道150㎜歩道50㎜　・　　　　(22.2.2)(22.2.3)(表22.2.1)

・ジオテキスタイル　　　品質                                              (22.2.3)

2 路床土の支持力比試験 ・行う（・乱した土　　・乱さない土）  ・行わない                          (22.2.5)

3 路床締固め度の試験 ・行わない　　　・行う　                                                  (22.2.5)

4 砂の粒度試験 ・行わない　　　・行う　

5 路盤材料 路盤の厚さ　　  　車道部(※150   ・　　　)mm  歩道部(※100 ・   )mm       (22.3.2)

種別及び呼び名　　※クラッシャランＣ－40又はクラッシャランスラグＣＳ－40

締固め度の検査　   ※行う　（　　　箇所）　　　・行わない

6 路盤の構成及び仕上がり ・標仕22.3.2(C)は適用しない                                     (22.3.2)(表22.3.2)

7 アスファルト舗装 構成及び厚さ　・車道部の基層なし　基層　－　　　　表層　50ｍｍ　          (22.4.2)

　　　　　　　・車道部の基層有り　基層　50ｍｍ　　表層　30ｍｍ

　　　　　　　・歩道部　　　　　　基層　－　　　　表層　30ｍｍ

配合その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.4.4)

加熱アスファルト混合物等の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表22.4.6)

　基層　・粗粒度アスファルト混合物（20）

　表層　※密粒度アスファルト混合物（13）又は密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）

  　 　 ・細粒度アスファルト混合物（13）又は細粒度ギャップアスファルト混合物（13Ｆ）

試験練り　　　　　　　　　　　・行う　　　　　　※行わない　

シールコート　　　　　　　　　・行う　　　　　　※行わない　　　　　　　　(22.4.5)

切取り試験　　　　　　　　　　・行う　　　　　　※行わない　　　　　　　　(22.4.6)

平たん性　　　　　※通行に支障となる水たまりを生じない程度

アスファルト混合物の抽出試験　・行う　　　　　　・行わない

8 コンクリート舗装

注入目地材　　※低弾性タイプ　　　　・高弾性タイプ       　    　　　　　(表22.5.3)

厚さの試験　　　　　　　　　　・行う　　　　　　※行わない　　　　　　　　(22.5.6)

平たん性　　　　　※通行に支障となる水たまりを生じない程度

構成及び厚さ　※表22.5.1による　　　・ 図示　　　　　　　 　     (22.5.2)(表22.5.1)

コンクリート　※表22.5.2による　　　・ 図示　　　 　　    　     (22.5.3)(表22.5.2)

9 カラー舗装 構成及び厚さ　※表22.6.1による　　　・                    　     (22.6.2)(表22.6.1)

　　　　舗装の種類　・加熱系(・アスファルト混合物　・石油樹脂系混合物　　　　）

　　　　　　　　　　・常温系（・ニート工法　　・塗布工法  　　　　　　　　 　）

　　　　車道部の基層　・有り　　※無し     

10 透水性アスファルト 厚さ　※歩道部３０㎜　　　　　　　　　・                    　     　　　(22.7.2)

　　　　　　　　舗装 平たん性　　　　　※著しい不陸がないもの
アスファルト　　・歩道部　※ストレートアスファルト　　　　　　(22.7.3)(表22.7.1)

試験練り　　　　・行う　　　　　　※行わない　　　　　　　　　　　　　　　(22.7.4)

開粒度アスファルト混合物の抽出試験　・行う　　　　　　・行わない　　　　　(22.7.6)

11 ブロック系舗装 目地材　　　※砂　　　　・モルタル                                        (22.8.2)

舗石の基層　※コンクリート舗装　・アスファルト舗装

平たん性　　※歩行に支障となる段差がない(３㎜以下)                               

舗石の種類　　・形状　　　　　　　・寸法

コンクリート平板の種類及び寸法　・Ｎ300  　　・　                         (22.8.3)

インターロッキングブロック　材質　　　　　　　　形状

　　　　　　　　　　　　　　表面加工　　　　　　種類　　　　　　寸法

クッション材　※砂　　　　　　　　・空練りモルタル

12 砂利敷き 材料     ・Ａ種（通路）　　・Ｂ種（建物周囲その他）                      (22.9.2)

　　　　　　　　　・再生クラッシャランＲＣ－40

A3版 ＮＳ
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北山地区火葬場解体工事

附近見取図　工事建物概要

■ 建 物 概 要■ 工 事 概 要

工 事 名 称

発　注　者

所　在　地

工　　　期

工 事 内 容

伊賀市

令和３年１０月　～　令和４年２月

北山地区火葬場解体工事

三重県伊賀市北山　地内

棟  名  称

構　　　造

階　　　数

高　　　さ

火　葬　場 倉　　庫

鉄　骨　造

平　　屋 平　　屋

19.44㎡延べ床面積

鉄　骨　造

Ｎ

工事場所

附近見取図

解体　（敷地内付属工作物撤去含む） 改修　（敷地内工作物新設含む）

75.56㎡

3.600m4.050m

Ａ－０５

A2版 ＮＳ
A3版 ＮＳ

’２１．０７．３１



（
L型

側
溝
）

図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事

101.20

Con

Con As

Con

Con

As

101.24

101.24

100.48

58ク
892
11.3

100.17

100.21

100.15

Gr

99.73

99.76

100.00

T.1

99.71

T.299.61

99.80

99.79

99.78

18
891
58ク

現況配置図

99.68
99.81

倉庫 倉庫

火葬場

倉庫

道路

通路

通路

通路

CB塀

CB
塀

CB
塀

CB塀

CB塀

CB塀

（
L型

側
溝
）

’２１．０７．３１

解体建物

墓地

墓地

墓地

通路

通路

Con

Con

通路
Con

Con

Con

Con
Con

通路
Con

Ａ－０６

Ｎ

(U
24
0)

(集
水
桝
)

A2版 1/200
A3版 ＮＳ



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

A2版1/100

A3版 縮小

北山地区火葬場解体工事

火葬場

斎場ロビー

炉　室

展開方向

C

B

A

D

平面図　　S=1:100

3,000 3,000 3,000

2
,
0
0
0

6
,
0
0
0

ｱﾙ
ﾐ引

分
け

戸

▲

▲

巾　木

屋　根

外　壁

樋

その他

床

巾　木

壁

天　井

その他

野地板：木毛セメント板t=15　　屋根葺材：大波スレート

コンクリート立上りの上　モルタル金ゴテ押え

塩ビ製　　　竪樋：Φ60

石碑　祭壇 休憩ﾍﾞﾝﾁ

土間コンクリートの上　モルタル金ゴテ押え 土間コンクリートの上　モルタル金ゴテ押え

斎場ロビー 炉　室

＜備　考＞

コンクリート立上りの上　モルタル金ゴテ押え コンクリート立上りの上　モルタル金ゴテ押え

平面図　立面図

■内部仕上表

■外部仕上表

≪ 東 ≫

≪ 西 ≫

≪ 北 ≫

≪ 南 ≫

立面図　　S=1:100

屋根野地板表し屋根野地板表し

外壁鋼板表し 外壁鋼板表し

1
1
5

（ﾌﾞﾚｰｽ）

1
1
5

6
,
2
3
0

72.5

9,145

（石碑）

（祭壇）

プリントリブ鋼板貼

屋根：大波スレート葺 ケラバ：スレート

ケラバ：スレート

アルミ引違い窓

外壁：プリントリブ鋼板貼

ア アスベスト含有建材（レベル３）

ア ア

ア

ｱﾙﾐ引違い窓ｱﾙﾐ引違い窓

（ﾌﾞﾚｰｽ）

ｱﾙﾐ引違い窓ｱﾙﾐ引違い窓

（火葬炉）

W1,660×H835

※解体前　屋根上除草及び清掃

ｱﾙﾐ片開き扉

72.5

1
1
5

6
,
2
3
0

1
1
5

3
,
5
0
0

2
,
5
0
0

3
,
7
3
0

▲

ｱ
ﾙﾐ

引
違

い
窓

4,985

（ﾌﾞﾚｰｽ）

（ﾌﾞﾚｰｽ）

ｱﾙﾐ引違い窓

4,985

ｱﾙ
ﾐ片

開
き

戸

（休憩ﾍﾞﾝﾁ）

アルミ引違い窓
W1,660×H835

アルミ引分け戸
W2,000×H2,000

三方枠：C-60×30×10×1.6

アルミ片開き扉

屋根：大波スレート葺外壁：プリントリブ鋼板貼 ア

アルミ引違い窓
W1,660×H835

ア

ア アスベスト含有建材（レベル３）

14,130

W750×H1,850

Ａ－０７

Ｎ

’２１．０７．３１



T
2

図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事

火葬場

500

下地：木毛セメント板厚15mm

T1 H
-150

×75×
5×7

C1
 
H
-1
5
0
×
7
5
×
5
×

7

竪樋：塩ビ60Φ

軒天

屋根：大波スレート葺

3,000 3,000 3,0001,000

C1 C1 C1

C1 C1 C1 C1

T
1 T
1

T
1 T
1

G1

G1

G2 G2 G2

C1

G1
C2 C2C2

G1

C2 C2 G1 C2 G1

小屋伏図　　S=1:100

土間コンクリート厚75mm

600

6
0
0

矩計図　　S=1:20

矩計図　基礎伏図　小屋伏図

母屋：C-100×50×20×2.3

C3

C3

V

V V V

V V V

V

V

3
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

600

GL

FL FL

7
5
7
5 3
0

2
0
0

1
0
0

400 B.PL厚9mm A.BOLT13ΦL=400

床・巾木：モルタル金鏝押さえ

鉄筋9Φ

6,000

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

C1 H-150×75×5×7

C2 □-100×50×2.3

C3 □-100×100×2.3

G1 H-150×75×5×7

G2 H-150×75×5×7

T1 H-150×75×5×7

T2 H-150×75×5×7

母屋　C-100×50×20×2.3

胴縁　C-60×30×10×1.6

V  ﾌﾞﾚｰｽ　13φアスベスト含有建材（レベル３）ア

ア

外壁：プリントリブ鋼板貼り

胴縁　C-60×30×10×1.6

4
2
0

3
9
0

3
9
0

3
9
0

3
9
0

1
3
0

3
9
0

C1
G1V

500

6
,
0
0
0

5
0
0

5
0
0

C1

5
0
0

2
,
5
0
0

C2 3
,
5
0
0

C2

C2

V

V

G1

G1

T
2

T
2

T
2

V

4,985

13,985

G2

C2C2

C2

4
0
0

6
,
0
0
0

1
,
1
5
0

3
,
5
0
0

2
,
5
0
0

基礎伏図　　S=1:100

1,000 3,000 3,000 3,000 400

13,985

4,985

1,620

4
0
0

4
0
0

400

T2 H-150×75×5×7

A3版 縮小

A2版1/20・100

Ａ－０８

0.3

1

’２１．０７．３１



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印A3版 縮小
展開図 A2版1/50

3,000 3,000 3,000

FL

6,000

2,000 2,000 2,000

6,000

500

FL

FLFL

FL

巾木：モルタル金鏝押さえ

床：モルタル金鏝押さえ アルミ片開きドア

天井：木毛セメント板表し

ステンレス両開き戸

巾木：モルタル金鏝押さえ

壁：外壁鋼板表し

軒天

2
,
8
0
0

壁：プリントリブ鋼板貼り

壁：100角タイル張り

2,200

ブラケットライト

2,425

W740×H1,795

3
1
0

2,
1
8
0

壁：白色ﾓﾙﾀﾙ塗り

巾木：モルタル金鏝押さえ

軒天

2
,
8
0
0

2
,
8
0
0

軒天

アルミ引分け戸　W2,000×H2,000

斎場ロビー　　A 斎場ロビー　　B

斎場ロビー　　D

500

軒天

軒天

2
,
8
0
0

天井：木毛セメント板表し

500

（煙突）

周囲外寸W1,000×H1,400

150

アルミ引違い窓　W1,660×H835

3,000 3,000 3,000

斎場ロビー　　C

巾木：モルタル金鏝押さえ

床：モルタル金鏝押さえ

壁：外壁鋼板表し

額縁：C-60×30×10×1.6

4,985

炉室　　C

アルミ片開きドア
W750×H1,850

額縁：C-60×30×10×1.6

アルミ引違い窓　W1,660×H835

2
,
8
0
0

吊ﾚｰﾙ（下地：C-100×50×20×2.3）

床：モルタル金鏝押さえ

炉室　　A

4,985

壁：外壁鋼板表し

FL

500

軒天

2
,
8
0
0

炉室　　B

3,500

額縁：C-60×30×10×1.6

休憩ﾍﾞﾝﾁ：木製造付
　　　　　L1,890×D680×H490

壁：CB積の上　モルタル金鏝押え

（火葬炉）

壁：壁鋼板表し

炉室　　D

3,500

火葬場

Ａ－０９
’２１．０７．３１

北山地区火葬場解体工事



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事

火葬場
火葬炉詳細図

2
7
0

1
,
9
8
0

屋内：ダクト（亜鉛メッキ鋼板）
　　　□-350×350　L=1,400

1
,
2
0
0

1,200

袖壁：CB積　ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

立 面 図

平 面 図

　　　W355×H1,310

※基礎・付属部品とも全て撤去・処分

■現況写真 ■現況写真

1,330

Ａ－１０

A2版 ＮＳ
A3版 ＮＳ

’２１．０７．３１



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事

火葬場
石碑詳細図

石碑

祭壇

石碑（座石含む）　撤去　屋外へ移設

祭壇・石碑基礎　撤去

座石

祭壇

（基礎）

石碑

20
0

1
,3
0
0

51
0

4
00

2
00

基礎：W1,105×D520×H510

W620×D200×H200

▽FL

祭壇：W1,015×D510×H400

断面図　S=1/20

■現況写真

Ａ－１１

A2版 1/20
A3版 ＮＳ

’２１．０７．３１



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

A2版1/100

A3版 縮小

北山地区火葬場解体工事
’２１．０７．３１

炉　室

3,000 3,000 3,000

2
,
0
0
0

6
,
0
0
0

▲

▲

1
1
5

1
1
5

6
,
2
3
0

72.5

9,145

（火葬炉）

72.5

1
1
5

6
,
2
3
0

1
1
5

3
,
5
0
0

2
,
5
0
0

3
,
7
3
0

▲

4,985

4,985

14,130

斎場ロビー

照明用

照明用 照明用

蛍光灯　富士型 FL40W×2

記　号 名　　称

Wh
ｶﾊﾞｰのみ

切断済み

ﾌﾞﾚｰｶｰ（露出）×3　木板下地

壁付白熱灯

コンセント（露出）

スイッチ（露出）

電気設備図　　S=1:100

火葬場
電気設備図

Ａ－１２

Ｎ



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事

火葬場

’２１．０７．３１

新設　土間コンクリート詳細図
A3版 縮小

A2版1/100・20

土間伏図　　S=1:100

断面詳細図　S=1:20

ｶｯﾀｰ入れ▽

5
0

▼周辺土間面 ▼周辺土間面

RC-40

10
0
10
0

取合い目地　W10
常温目地材注入

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　金ｺﾞﾃ押え

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ　φ6×150×150

≪　現況　≫ ≪　解体後　≫

コンクリート：Fc21-18-20※基礎寸法は矩計図による。

15,385

4,98510,400

7
5
0

常温目地材注入
伸縮目地　W10

土間コンクリート厚100mm

5
,
0
5
0

2
,
5
0
0

6
,
8
0
0

2,020

解体　火葬場
新設　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ既設 新設

埋戻し：B種

Ａ－１３

Ｎ



土間コンクリートの上　モルタル金ゴテ押え

外壁：CB@100積の上モルタル刷毛引き 腰壁：CB@100積の上モルタル刷毛引き

図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

A2版1/100

A3版 縮小

床

壁

■内部仕上表

腰壁

天　井

その他

＜備　考＞

屋根スレート表し

外壁鉄板表し

≪ 南 ≫

屋　根

■外部仕上表

大波スレート葺

外　壁

樋

その他

庇 小波スレート葺

立面図　　S=1:100

軒樋：塩ビ75Φ

≪ 北 ≫≪ 東 ≫ ≪ 西 ≫

1 2

ELB2P30/20

SB2P20A×3

2

2

VVF2.0-2C

VE22

VVF1.6-2C

VE22
VVF1.6-2 CVE22

VVF2.6-2

VE28

C

1

2

W
h

蛍光灯　富士型 FL40W×2

スイッチ

分電盤

記　号

北山築火葬場解体工事

≪A－A　断面≫ ≪B－B　断面≫

電気設備図 　S=1:100

外壁：平型カラー鉄板貼

外壁：平型カラー鉄板貼

庇：小波スレート葺

外壁：平型カラー鉄板貼

屋根：大波スレート葺

≪系統図≫

倉庫
平面図　立面図　断面図　電気設備図

断面図　　S=1:100

C1 □-75×75×2.3

母屋　C-75×35×15×2.3

T1 C-75×35×15×2.3（ﾄﾗｽ）

■鉄骨構造部材 ■木造作部材

間柱　□-90×40

胴縁　□-40×30

土台・天端　□-95×50

見切　□30×24

窓横柱側　□-92×38

5,400

3
,
6
0
0

平面図　　S=1:100

B

B

A A

D

A

展開方向 B

C

▲

C1C1C1 C1

C1 C1 C1 C1

倉　庫
T1 T1

ア
ル

ミ
両

開
き

戸

アルミ引違い窓

アルミ引違い窓

T1T1
V V

（造付木製棚）

アスベスト含有建材（レベル３）ア

ア

ア
外壁：CB@100積の上モルタル刷毛引き

外壁：CB@100積の上モルタル刷毛引き

竪樋：塩ビ60Φ 竪樋：塩ビ60Φ

腰壁：CB@100積の上モルタル刷毛引き

アルミ両開き戸　W1,660×H1,850

アルミ引違い窓　W1,570×H830

塩ビ製　軒φ75　竪φ60

腰　壁

平型カラー鉄板貼　　ＣＢ積モルタル刷毛引き仕上

ＣＢ積モルタル刷毛引き仕上

造付木製棚

ＣＢ積モルタル金ゴテ押え

ＣＢ積モルタル金ゴテ押え

アスベスト含有建材（レベル３）ア

ア

ア

V  屋根ﾌﾞﾚｰｽ　9φ

500

900 5,400

500

倉　庫

3,600300 3,600 300

倉　庫

5
4
0

5
4
0

2
,
7
5
0

1
,
8
5
0

2
0
0

3
,
4
9
0

2
,
9
5
0

2
,
9
5
0

2
0
0

3
,
4
9
0

床：モルタル金鏝押えt=30

　　土間ｺﾝｸﾘｰﾄt=250

8
3
0

1
,
0
2
0

1
,
5
7
0

1,600

木製造付棚

ｶﾊﾞｰのみ

コンセント（露出×1、埋込×1）

名　　称

切断済み

Ａ－１４

Ｎ

’２１．０７．３１



土台　□-95×50

引違いアルミ窓

倉庫　　A 倉庫　　B

倉庫　　C 倉庫　　D

3,6005,400

5,400 3,600

2
,
7
5
0

2
,
7
5
0

2
,
7
5
0

2
,
7
5
0

FL FL

FLFL

軒天

軒天

軒天

軒天

柱：木表し

図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事

倉庫
展開図

1
,
5
7
0

棚板t=24

壁：平板カラー鉄板表し

□-145×105

見切　□-30×24

腰壁：CB積モルタル金鏝押え

胴縁　□40×30

天端　□-95×50

間柱　□-90×40

（造付木製棚）

□
-
9
0×

9
0

壁：CB積モルタル金鏝押さえ

□
-
9
0×

9
0

天井：大波スレート表し

壁：平板カラー鉄板表し

アルミ両開き戸

腰壁：CB積モルタル金鏝押え

アスベスト含有建材（レベル３）ア

ア

小屋組：鉄骨表し

□-95×50

（造付木製棚） （造付木製棚）

天井：大波スレート表し ア

母屋：鉄骨表し

壁：CB積モルタル金鏝押さえ

塞ぎ板　t=6

腰壁：CB積モルタル金鏝押え

壁：CB積モルタル金鏝押さえ

Ａ－１５

A2版 1/50
A3版 ＮＳ

’２１．０７．３１



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事
’２１．０７．３１

新設　土間コンクリート詳細図
A3版 縮小

A2版1/100・20

断面詳細図　S=1:20

▼周辺土間面 ▼周辺土間面

RC-40

10
0
10
0

取合い目地　W10
常温目地材注入

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　金ｺﾞﾃ押え

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ　φ6×150×150

≪　現況　≫ ≪　解体後　≫

コンクリート：Fc21-18-20

新設　土間ｺﾝｸﾘｰﾄ既設 新設

1
0
0

2
5
0

20
0

ｶｯﾀｰ入れ▽

5,600

3
,
8
0
0

土間コンクリート厚100mm

土間伏図　　S=1:100

倉庫

解体　倉庫

Ａ－１６

Ｎ



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事

倉庫

火葬場

通路

通路

通路

通路

通路

通路

4
Con

Con

Gr

99.76

99.71

100.00

T.1

58ク
891
18

99.73

99.68
99.81

Con

99.78

99.79

Con

99.80

T.2
99.61

Con

5

解体建物

Con

通路
Con

Con

通路
Con

通路
Con

通路
Con

Con

通路
Con

倉庫

墓地

墓地

1

CB塀
　
3段

積

落下ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

門柱

2

CB塀
　
5段

積

CB塀
　
5段

積

□撤去リスト

記号 撤　去　物 備　　考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

笠木及び上段4段のみ撤去

両面ｶｯﾀｰ入れ（L=13,500）

上段3段のみ撤去

両面ｶｯﾀｰ入れ（L=17,600）

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀　3段積　　　t=100　L=7,700

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀　5段積　　　t=100　L=20,400

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀　5段積　　　t=100　L=8,800

基礎とも（深さH=200程度）門柱　CB造　　□-250（350）× 250（350）

     　　　   H=1,400 土間ｶｯﾀｰ入れ（L=2,000）

基礎とも（H=200程度）

墓地

外構撤去図

※墓地の撤去は別平面図による

’２１．０７．３１

3
CB
塀
　
5段

積

11

U2
40

7

6

8

10

11
波型ｽﾚｰﾄ板　　W950×L1,820　5枚

会所桝600

会所桝600用

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀横

土間ｶｯﾀｰ入れ（L=20,800）

外部放置分

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀横

土間下すきとり　t=100

土間下すきとり　t=100

土間ｶｯﾀｰ入れ（L=8,300）

U240横

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀　5段積　　　t=100　L=6,800

カッター入れ

基礎及び笠木とも（H=200程度）

外部放置分

外部放置分

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　　t=100程度　0.8㎡

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　　t=100程度　2.3㎡

Ａ－１７

A2版 1/100
A3版 ＮＳ

Ｎ

5

門柱

9

Con
通路

ｺﾝｸﾘｰﾄ桝　1個

ｺﾝｸﾘｰﾄ桝蓋　1枚

CB
塀

CB塀

周辺落下ﾌﾞﾛｯｸとも（上段２段分及び笠木）

土間ｶｯﾀｰ入れ（L=26,800）

ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材（ﾚﾍﾞﾙ3）

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　　t=100程度　2.3㎡



1 2 3 4

5

10 8

11 6 7

9

コンクリートブロック塀 コンクリートブロック塀土間コンクリート コンクリートブロック塀 土間コンクリート コンクリートブロック塀

波型スレート コンクリート桝 コンクリート桝蓋門柱

土間コンクリート

■墓地南側

■火葬場南側■倉庫南側

■火葬場東側 ■倉庫東側■火葬場東側

■倉庫北東側 ■倉庫東側

■墓地南側

北山地区火葬場解体工事

外構撤去　現況写真

’２１．０７．３１

A2版 ＮＳ
A3版 ＮＳ

図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

Ａ－１８



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事

通路

通路

通路

通路

通路

通路

Con

Con

Gr

99.76

99.71

100.00

T.1

58ク
891
18

99.73

99.68
99.81

Con

99.78

99.79

Con

99.80

T.2
99.61

Con

Con

通路
Con

Con

通路
Con

通路
Con

通路
Con

Con

通路
Con

倉庫

墓地

墓地

1

2

墓地

’２１．０７．３１

※撤去跡復旧は別詳細図による

※墓地の改修は別平面図による

※撤去跡復旧は別詳細図による

撤去跡　復旧

CB塀
　
1段

積
　
新
設

既
設
側
溝
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
　
新
設

U2
40
（
既
設
の
ま
ま
）

3

6

7

8

記号 備　　考

1

2

3

4

5

6

7

8

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ　1段積　　L=7,700

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎とも 別図参照

CB撤去跡天端補修

別図参照

CB塀撤去跡

別図参照

□改修リスト

改　修　内　容

別図参照

別図参照

目隠しﾌｪﾝｽ　（ｱﾙﾐ積層複合板）

溝蓋：ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ（縞鋼板張り）　L=20,700

門柱撤去跡

別図参照

張りｺﾝｸﾘｰﾄ　t=100　　6.15㎡

張りｺﾝｸﾘｰﾄ　t=100　　0.25㎡

CB撤去跡天端補修

別図参照

外構改修図

天端笠木ﾓﾙﾀﾙ　t=30　L=6,800

既
存
CB天

端
　
モ
ル
タ
ル
補
修

既
存
CB天

端
　
ﾓﾙﾀﾙ補

修

天端笠木ﾓﾙﾀﾙ　t=30　L=8,800

溝巾240用

T-2

Ａ－１９

A3版 ＮＳ
A2版 1/100

※工事に伴い既設墓石への粉塵等による汚れが生じた場合は、竣工前に水洗いを行うこと。（事前に監督員と協議を行う）

Ｎ

5

Con
通路

4
目
隠
し
フ
ェ
ン
ス
H=
1,
50
0　

新
設

H=1,500　L=24,000

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　t=100　　20.4㎡

天端笠木ﾓﾙﾀﾙ　t=30

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ基礎（□-400×400×600）

CB
塀
　
（
既
存
の
ま
ま
）

CB塀
　
（
既
存
の
ま
ま
）

1,300

1,300



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事

Con

通路

墓地

通路

通路

通路

ConCon

ConCon

Con

ConCon

T.2
99.61

改修

平面図　　S=1:100

床（既存のまま）

CB
塀
（
既
存
の
ま
ま
）

新
設
　
CB2段

積

Con

通路

墓地

通路

通路

通路

撤去

除草
区画内除草（処分共）
すきとり
区画内表層H=200

区画縁石（外周）：ｺﾝｸﾘｰﾄ製　□-130×250

ConCon

ConCon

Con

ConCon

T.2
99.61

CB塀
：
3段

積

CB
塀
：
5段

積
（
笠
木
）

（
3,300）

（
2,
44
0）

現況

・・・区画縁石撤去範囲

・・・区画内除草及びすきとり範囲

平面図　　S=1:100

※CB塀の撤去は別図による。 ※CB塀の改修は別図による。

（
2,
22
5）

（
2,
42
0）

（
2,
36
5）

（
2,
35
5）

（
12
,8
45
）

区画縁石（外周　既存のまま）

▽
伸
縮
目
地

▽
伸
縮
目
地

新設
土間コンクリート

（
1,
30
0）

（
1,900）

床・土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

すきとり
区画内表層H=400

移設
石碑　※火葬場より移設
新設

金ゴテ押え

墓地

’２１．０７．３１

現況・改修　平面図

（
70
0）

（
1.300）

コンクリート基礎

区画縁石：ｺﾝｸﾘｰﾄ製　□-130×250　L＝3,300/本　8本

（
3,300）

Ａ－２０

Ｎ Ｎ

A2版 1/100
A3版 ＮＳ

・・・土間コンクリート新設範囲



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事
’２１．０７．３１

外構改修詳細図

Ａ－２１

A2版 1/20
A3版 ＮＳ

S=1/201 コンクリートブロック　１段積

3 7 張りコンクリート

目隠しフェンス4S=1/20S=1/20 2 8 天端笠木モルタル

鉄筋　　　　　SD295A

コンクリート　Fc18-18-25

コンクリート　Fc18-18-25

▽
既設土間

400

RC-40

D10

1
0
0

1
0
0

▽
既設土間

天端：笠木ﾓﾙﾀﾙ　t=30

普通ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ　t=100

D10

S=1/20 S=1/20コンクリート舗装5

天端：笠木ﾓﾙﾀﾙ　t=30

既設ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

コンクリート　Fc18-18-25

ワイヤーメッシュ　φ6-150×150

1
0
0

▽
既設土間

1
0
0

RC-40

10
0

石碑基礎 S=1/20

（補強入り） （補強入り）

□

2-縦枠 t＝0.8

φ50.8×2.3

［STK500］

φ50.8×2.3

［STK500］

GL+0m

胴縁 t＝1.6

（水抜穴付）

〔SGMH490〕

胴縁 t＝1.6

〔SGMH490〕

（アルミ積層複合板）

ＬＡブラインド

t＝3.0

2-中間縦枠 t＝1.6

6
0
0

3
00

400

2000 2000

14
6
5

1
5
0
0

3
5

平面図

RC-40　H=100

側面図

（座石）

石碑

コンクリート　Fc18-18-25

ワイヤーメッシュ　φ6-150×150

1
0
0

1
0
0

RC-40

700×1,300

50 50

1
0
0

RC-40

1
0
0

常温目地材注入

伸縮目地　W10

土間コンクリート

▽
新設土間

▽
新設土間

コンクリート　Fc18-18-25

ワイヤーメッシュ　φ6-150×150

S=1/206

参考：朝日スチール工業　XW-1500-M

参考：奥岡製作所　OKA-24

縞鋼板付きグレーチング（Ｕ字溝用）プレーンタイプ　　２３０×９９５×２５

溝蓋：ｽﾁｰﾙｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ（縞鋼板張り）　T-2

3
0
0

P66P66

995

2
10

5
5

5 5

＊材　　質　ＳＳ４００

＊表面処理　亜鉛めっき

＊使用部材＊

エンドアングル：Ｌ－５×４０×４０
補助材：なし
主部材：ＩＢ５×３×２５
縞鋼板：ｔ＝３．２

4
0

40



図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印

北山地区火葬場解体工事

仮設計画図

凡例

仮設休憩所（1坪サイズ程度）

仮設トイレ（くみ取り式）

単管バリケード（L=2,000）　

①

②

③

鉄板敷き（3,000×1,500　t=22）

記号 撤　去　物 備　　考

□敷地整理リスト

A

B

C

D

E

F

G

ｸﾘ　枝廻り100以下　L=3.0m　5本
枝打ち

車両通行障害を避けるため

車両通行障害を避けるため

草・笹等　H1.0ｍ程度　巾600　L=36.6ｍ
除草

竹　幹φ75程度　H10.0ｍ程度　8本
伐採

枝打ち

車両通行障害を避けるため
高木　枝廻り100以下　L=3.0m　1本

車両通行障害を避けるため

除草
草・笹等　H1.0ｍ程度　巾600　L=33.5ｍ

伐採
竹　幹φ45程度　H8.0ｍ程度　1本

伐採
竹　幹φ60程度　H10.0ｍ程度　5本

H

I

除草
草等　H1.0ｍ程度　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ周囲　L=23.0ｍ

倒木

倒木による車両通行障害のため

倒木による車両通行障害のため

除草
草等　H1.0ｍ程度　墓地区画内　（別図による）

工事準備

工事準備

※処分含む。

’２１．０７．３１

J 整地　すきとり及び復旧　3.0ｍ 程度
進入路：鉄板敷き取合い部

隣接地であるため、工事にあたり監督員と協議のこと

101.20

Con

As

Con

Con

Con

Con

As

101.24

101.24

58ク
892
11.3

100.21

100.15

Gr

99.73

99.76

T.1

T.2

99.80

99.79

99.78

U2
40

18
891
58ク

99.6899.81

倉庫 倉庫

火葬場

倉庫

通路

道路

通路

通路

CB
塀

CB塀

CB塀

CB塀

①

②

③
③

Ｅ

Ｅ

100.48

Con

Con

Con
通路

Con
通路 Con

通路
Con

通路

墓地

墓地

L型側溝

2,108

2,438

100.17

A

枝打ち

除草

B

伐採

C

枝打ち

D

除草

E

伐採

F

伐採

G

CB塀

除草

H

墓地

除草

I

99.71

99.61

100.00

工事期間中　工事車輛駐車可
J

単管本足場（養生シート張り）

Ａ－２２

3

※仮設休憩所は倉庫解体後に設置。

※鉄板敷きは敷設範囲の既存CB塀撤去工事後に設置。
－留意事項－

２）必要に応じて適切な路面等の養生を行うこと。

１）本計画図は発注者の積算上の考え方を示したものであるため、施工者において十分に検討し監督員に報告の上、了承を得ること。

CB
塀

門柱

門柱

A2版 1/200
A3版 ＮＳ
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A B DC

E F G H

Ｉ Ｊ

枝打ち：ｸﾘ 除草：草・笹等 枝打ち：高木伐採：竹（倒木）

除草：草・笹等 伐採：竹 伐採：竹 除草：草

除草：草等 整地：すきとり及び復旧

■通路北側上部 ■通路沿い北側 ■通路南側上部■通路南側上部

■通路沿い南側 ■火葬場南側

■墓地区画内 ■進入路

■火葬場西側 ■火葬場東側コンクリートブロック沿い

北山地区火葬場解体工事

整地整理　現況写真

’２１．０７．３１

A3版 ＮＳ
A2版 ＮＳ

図面番号

縮 尺

名 称

図 名

特 記 事 項

・

・

・

・

・

検 図

担 当

日 付変 更 事 項

日 付

・

・

・

・

・

検 印
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